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生産地がこんなに広くいき

わたっているのは、長い間の

改良によって、それぞれの土

地に適するような品種が、っ

くりだされたからです。

今では、生食用にするほか

干しブドウやジユース、酒な

どとして、また、 -重量は、つえ

や建築の装飾材として、広く

用いられています。
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国

勢

調

十
月

-
日

査午
前
零
時
現
在

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

十
月
一
日
を
期
し
、
全
国
い
っ

せ
い
に
国
勢
調
査
が
行
な
わ
れ
ま

す。。
こ
の
国
勢
調
査
は
五
年
に
一
回

行
な
わ
れ
る
も
の
で
今
年
は
大
正

九
年
の
方
一
回
以
来
十
一
回
目
で

ち
ょ
う
ど
五
十
周
年
の
記
念
す
べ

き
調
査
と
な
っ
て
い
ま
す
。

。
国
勢
調
査
は
、
行
政
、
財
政
、

学
術
研
究
な
ど
あ
ら
ゆ
る
施
策
、

調
査
の
基
本
的
資
料
と
な
り
ま
す

O
調
査
に
つ
い

て
は
、

調
査
員
が

各
家
庭
を
訪
問
し
調
査
票
に
性
別

年
令
、
家
族
構
成
、
住
居
の
種
類

な
ど
に
つ
い
て
の
記
入
を
お
願
い

し
ま
す
。

。
調
査
で
知
り
得
た
こ
と
は
統
計

以
外
に
使
用
す
る
こ
と
や
他
に
も

ら
す
こ
と
な
ど
は
法
律
で
固
く
禁

じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

以
上
の
と
お
り
で
す
か
ら
国
勢

調
査
に
対
す
る
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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国ー‘・

マ
カ
オ

は
香
港
か

ら
フ

ェ
リ

ポ
ー
ト
で

一
時
間
か

か
る
。
マ

カ
オ
港
近

く
に
な
る

と
ム
ヱ
ま
で

の
紺
碧
の

海
が
一
変

し
て
黄
色

の
海
と
な

っ
た
。
黄

土
の
影
響

で
あ
ろ
う

賭
博
の
国

の
イ
メ

l

ジ
と
は
別
に
マ
カ
オ
は
ゆ
っ
た
り

と
し
て
い
た
。

香
港
の
よ
う
に
き

ら
び
や
か
な
「
観
光
」
の
な
い
静

か
な
町
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
え
長

崎
と
は
古
い
歴
史
的
な
つ
な
が
り

の
あ
る
町
で
、
あ
ち
こ
ち
で
オ
ラ

ン
ダ
坂
を
見
る
こ
と
が
出
来
た

u

天
草
四
郎
の
残
党
が
建
て
た
教
会

の
跡
が
観
光
コ

l
ス
の
一
つ
と
し

て
残
っ

て
い
た
。
マ
カ
オ
の
生
活

の
中
に

「
な
が
さ
き
」
が
好
意
的

な
会
話
の
中
で
発
見
出
来
た
こ
ζ

は
長
崎
、
マ

カ
オ
.
ポ
ル

ト
ガ
ル

の
歴
史
的
な
深
み
を
知
る
上
に
十

分
だ
っ
た
。

だ
が
.
公
園
の
木
の
下
に
多
く
の

若
者
が
ゴ

ロ
ゴ
ロ
と
寝
そ
べ

っ
て

い
る
さ
ま
は
む
し
ょ
う
に
哀
し
か

っ
た
。
哀
し
い
と
感
じ
た
の
は
南

， 
ノ

? 

国
マ
カ
オ
の
花
が
あ
ま
り
に
赤
か

っ
た
せ
い
か
も
知
れ
な
い
。

長
崎
を
離
れ
て
九
日
目
台
湾
基
隆

港
に
つ
い
た
。

多
く
の
軍
艦
が
停

泊
し
て
い
る
中
で
爆
竹
な
ら
し
て

の
盛
大
な
歓
迎
に
私
達
は
ま
ず
驚

い
た
。
国
を
あ
げ
て
大
陸
反
攻
を

唱
え
総
統
府
、
市
庁
な
ど
を
箪
隊

が
警
備
し
て
い
る
状
態
は
戦
時
と

い
う
緊
迫
感
が
あ
っ
た
.

だ
が
五
十
万
点
を
持
つ
、
十
年
か

か
っ
て
も
全
部
を
見
る
こ
と
の
出

来
な
い
中
国
五
千
年
の
歴
史
と
文

化
を
集
め
た
国
立
故
宮
博
物
館
の

す
ば
ら
し
さ
に
は
驚
い
た
。
世
界

の
歴
史
の
出
発
点
は
こ
こ
で
は
な

い
か
と
思
う
重
量
感
が
あ
っ
た
、

文
化
施
設
を
こ

の
よ
う
に
建
て
た

台
湾
の
人
々
に
敬
意
と
嫉
妬
を
感

じ
た
.
台
湾
に
は
日
本
人
を
憧
か

し
が
っ
て
い
る
人
が
多
か
っ
た
.

日
本
を
よ
り
理
解
し
よ
う
と
し
て

い
る
人
ゃ
、
日
本
に
行
き
た
い
と

い
う
人
に
も
会
う
こ
と
が
出
来
た

か
ら
だ
全
体
で
親
日
を
示
す
台
湾

人
一
人

一
人
が
い
つ
ま
で
も
回
象

に
残
っ
た
。

「
日
本
で
は
宴
会
で
よ
く
台
湾
バ

ナ
ナ
の
た
た
き
売
り
を
や
る
ん
で

す
、
台
湾
で
は
現
在
や
る
ん
で
す

か
」
市
場
の
お
じ
さ
ん
に
問
う
と

「
い
や
、
あ
れ
は
昔
の
こ
と
で
す

よ
今
で
は
全
部
市
場
で
す
.
で
も

宴
会
で
は
や
り
ま
す
ね
、
ほ
ろ
酔

か
げ
ん
で
や
る
の
は
い
い
も
ん
で

す
よ
」
と
答
え
た
。
バ
ナ
ナ
は
ど

ん
な
屈
に
も
山
積
さ
れ
て
い
た
.

私
達
に

一
ふ
さ
の
バ

ナ
ナ
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
な
が
ら
「
日
本
の
旧
友

た
ち
に
新
鮮
な
バ
ナ
ナ
の
香
り
を

ぜ
ひ
送
り
た
い
で
す
な
」

と
い
わ

れ
た
と
き
、

私
達
は
忘
れ
か
け
よ

う
と
し
た
故
郷
「
お
お
む
ら
」
の

夢
を
み
る
よ
う
な
幻
覚
に
と
ら
わ

れ

た

.

松

添

友

武

次
回
は
九
月
十
日
号

季
節
の
話
題

い
よ
い
よ
。

新
涼
の
秋

グ
を
迎

え
ま
し
た
。
朝
夕
は
や
や
し
の
ぎ

よ
く
な
っ
た
と
は
い
え
.
ま
だ
残

暑
は
き
び
し
い
よ
う
で
す
。

徒
然
草
に
「
秋
の
月
は
、
限
り

な
く
め
で
た
き
も
の
な
り
。
い
っ

と
て
も
月
は
か
く
こ
そ
あ
れ
と
て

思
ひ
分
か
ぎ
ら
ん
人
は
、
無
下
に

心
う
か
る
べ
き
事
な
り
ら
L

と
あ
り

ま
す
。

月
の
さ
や
け
さ
.
月
の
清
さ
は

秋
が
い
ち
ば
ん
い
い
よ
う
で
す
。

俳
句
の
季
題
で
も
単
に
月
と
い
え

ば
‘
秋
の
月
を
指
し
ま
す
。

、

ー
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夏
休
み
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
健
全
育
成
と
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
み
競
技
に
よ
る
節
度
を
養
い

体
位
の
向
上
を
め
ざ
し
て
少
年
団

相
互
の
親
睦
を
目
的
と
す
る
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
が

A
月
十
六
日
、

二
十
二
日
と
炎
天
下
位
チ
l
ム
参

加
の
も
と
に
、
市
営
球
場
、
西
大

村
中
学
校
を
主
会
場
と
し
て
熱
戦

が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

回

ツ少年団

対7 ，五

スボー

〔
試
合
結
果
〕

中
学
男
子
の
部

(
釘
チ

l
ム
)
優

勝
、
宮
小
路
(
前
年
に
つ
づ
き
ニ

ソフ

りおおむ市政だより(3) 

'〆

年
連
続
優
勝
)
。
準
優
勝
‘
諏
訪

A
。
三
位
、

浦
古
町
。

中
学
女
子
の
部
ハ
日
チ

l
ム
)
優
勝

諏
訪
。
準
優
勝
、
植
松
。
三
位
、

松
並

一、

桜
馬
場
A
。

小
学
生
の
部
(
制
チ
l
ム
U

優
勝、

辻
田
ω

準
優
勝
、
諏
訪
。
三
位
、

古
町
、
浦
。

西中グランドにて

創
立
十
周
年
記
念
大
会

諏

訪

少

年

剣

道

部

熱戦中の池田、浦チーム

思
え
ば
早
い
も
の
、
諏
訪
に
少

年
剣
道
部
が
誕
生
し
て
、
ち
ょ
う

ど
十
年
に
な
り
ま
す
。
十
年
前
、

少
年
の
非
行
事
件
の
多
い
の
に
頭

を
痛
め
た
町
の
人
た
ち
が
、
何
と

か
少
年
を
正
し
く
指
導
し
な
け
れ

ば
と
い
ろ
い
ろ
と
話
し
合
っ
た
未

「
小
・
中
学
生
に
剣
道
を
教
え
よ

う
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で

し
た
。
剣
道
を
通
じ
て
非
行
を
防

ぎ
、
あ
わ
せ
て
少
年
の
ス
ポ
ー
ツ

精
神
を
高
め
よ
う
と
す
る
の
が
ね

ら
い
で
し
た
。
早
速
関
係
町
内
会

で
少
年
剣
士
を
募
集
し
た
と
こ
ろ

J 

‘ 

LJ 

三
十
数
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
る
全
国
大
会
に
出
場
、
そ
の
名
を

幸
い
、
優
秀
な
指
導
者
に
も
恵
ま
県
下
に
と
ど
ろ
か
せ
て
い
ま
す
。

れ
て
い
ら
い
十
年
間
、
週
三
田
の
あ
わ
せ
て
初
期
の
目
的
で
あ
る
非

練
成
、
寒
中
稽
古
、
暑
中
稽
古
と
行
少
年
も
い
つ
の
頃
か
ら
か
減
少

た
ゆ
み
な
く
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
し
.
完
全
に
当
時
の
汚
名
を
返
上

此
の
間
、
諏
訪
少
年
剣
道
部
は
長
し
ま
し
た
。
昨
今
道
場
に
通
う
少

崎
佐
賀
両
県
大
会
等
に
お
い
て
た
年
の
健
康
的
な
雄
姿
は
、
関
係
町

び
た
び
優
勝
し
昨
年
、
本
年
に
わ
内
の
誇
り
と
な
っ
で
い
ま
す
。

た
っ
て
は
茨
城
県
三
戸
市
に
お
け

諏訪公民館にて

身
体
障
害
者

雇
用
促
進
月
間

こ
の
運
動
は
、
人
手
不
足
の
昨
も
次
第
に
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り

今
に
お
い
て
も
、
身
体
的
に
ハ
ン
ま
す
。

デ
イ
キ
ャ
ッ
プ
を
負
っ
て
い
る
人
若
年
労
働
力
が
年
々
減
少
し
人

達
の
就
職
が
極
め
て
困
難
で
あ
る
手
不
足
は
日
増
し
に
深
刻
の
度
を

の
で
、
こ
れ
ら
の
恵
ま
れ
な
い
身
ま
し
て
い
る
今
日
、
身
体
障
害
者

体
障
害
者
又
は
精
神
薄
弱
者
の
社
高
年
令
者
、
家
庭
婦
人
な
ど
、
あ

会
へ
の
復
帰
に
つ
い
て
、
事
業
主
ら
ゆ
る
階
層
の
人
々
の
も
て
る
能

を
は
じ
め
関
係
各
方
面
の
暖
か
い
力
を
十
分
活
用
す
る
こ
と
が
必
要

理
解
と
協
力
を
積
極
的
に
お
願
い
で
す
。
な
か
で
も
、
身
体
障
害
者

す
る
た
め
に
実
施
さ
れ
る
も
の
で
が
も
っ
て
お
る
不
屈
不
擦
の
精
神

す

。

と

残

存

能

力

を

有

効

に

活

用

し

て

昭
和
三
十
五
年
、
身
体
障
害
者

い
た
だ
く
た
め
、
国
の
身
体
障
害

の
就
職
促
進
を
図
る
た

め

、

身

体

考
雇
用
奨
励
金
制
度
及
び
雇
用
促

障
害
者
雇
用
促
進
法
が
制
定
さ
れ
進
融
資
制
度
を
は
じ
め
と
す
る
諸

官
公
庁
、
民
間
事
業
所
に
一
定
の
援
護
制
度
も
積
極
的
に
ご
利
用
い

身
体
障
害
者
の
雇
用
を
義
務
づ
け
た
だ
き
、
一
人
で
も
多
く
の
身
体

た
雇
用
率
が
定
め
ら
れ
て
か
ら
十
障
害
者
文
は
精
神
薄
弱
者
が
社
会

周
年
に
な
り
ま
す
が
‘
ま
だ
、
そ
復
帰
出
来
る
よ
う
み
な
さ
ん
の
理

の
一
用
状
況
は
十
分
で
は
あ
り
ま
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

せ
ん
。
し
か
も
、
最
近
交
通
災
害

ハ
大
村
公
共
職
業
安
定
所
)

や
公
害
等
に
よ
り
.
身
体
障
害
者

さばきもあざやかな豆剣士たち
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災
害
援
護
資
金
の
貸
付

九
号
台
風
の
た
め
直
接
被
害
を

受
け
た
低
所
得
世
帯
で
、
自
力
で

復
旧
出
来
な
い
と
思
わ
れ
る
方
、

又
は
、
更
生
資
金
や
、
生
活
資
金

等
、
資
金
の
貸
付
制
度
が
あ
り
ま

す
。
希
望
の
方
は
、
地
区
民
生
委

員
か
市
役
所
内
社
会
福
祉
協
議
会

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①
貸
付
限
度
額

二
十
万
円
以
内

特
別
の
場
合
四
十
万
円
ま
で

①
据
置
期
間
六
カ
用
.
、

一
カ
年

以
内

①
償
還
期
間
三
カ
年
l
八
カ
年

以
内

①
貸
付
利
率
年
三
分

昭
和
田
十
五
年
度

長
崎
県
婦
人
労
働
講
座

働
く
婦
人
の
知
識
を
た
か
め
地

位
の
向
上
を
め
ざ
し
て
次
の
と
お

り
労
働
講
座
が
ひ
ら
か
れ
ま
す
。

て

主

催

長

崎

県

.
長
崎
婦
人

少
年
室

二
、
日
時
昭
和
四
十
五
年
九
月

十
日
十
時
よ
り

三、

場

所

県

児

童
少
青
年
セ
ン

タ
l

(長
崎
駅
前
交
通
産
業

ピ
ル
三
階
会
議
室
〉

市政だより

四
、
対
象
一
職
場
に
働
く
婦
人

五
、
受
講
料
無
料

六
、
申
込
先
長
崎
県
労
政
課

異
常
の
あ
る
方
は

早
く
治
療
を

七
月
に
実
施
し
ま
し
た
昭
和
四

十
五
年
度
結
核
健
康
診
断
の
結
果

が
わ
か
り
ま
し
た
ι

異
常
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
方
に
対

し
て
は
、
保
健
所
に
お
い
て
精
密

検
査
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
本
人
あ

て
通
知
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

精
密
検
査
を
受
け
ら
れ
た
方
で
、

な
お
、
異
常
が
あ
ら
れ
る
方
は
一

日
も
早
く
治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
お
す
す
め
し
ま
す
。

通
知
の
な
か
っ
た
方
は
異
常
の
な

い
方
で
す
の
で
、
ご
安
心
く
だ
さ

B
V
 

今
年
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
の
受
診

者
は
昨
年
に
比
べ
七
百
十
八
名
の

減
で
あ
り
ま
す
。

結
核
を
早
く
発
見
し
明
る
い
家
庭

生
活
を
営
む
為
、
、隣
近
所
お
さ
そ

い
の
う
え
全
員
が
受
診
さ
れ
る
よ

う
今
後
と
も
ご
協
力
く
だ
さ
い

漂
流
物
拾
得

V
拾
得
物
件

中
古
伝
馬
船
一
隻

長
さ
三
、
六

M

巾
一
、
三

M

V
拾
得
年
月
日
及
場
所

八
月
十
一
日
午
前
十
時
頃

大
村
湾
内
二
島
沖
海
上

V
心
当
り
の
方
は
会
計
課
用
度
係

に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

選
挙
人
名
簿

追
加
登
録
者
な
ど
の

書
面
縦
覧

九
月
一
日
現
在
で
、
九
月
十
日

に
選
挙
人
名
簿
に
追
加
登
録
し
た

人
を
記
載
し
た
書
面
を
、
つ
ぎ
の

と
お
り
一
般
に
縦
覧
し
ま
す
。

マ
追
加
登
録
し
た
人

①
新
た
に
他
市
町
村
か
ら
転
入

し
悶
和
四
十
五
年
六
月
一
‘日
ま

で
に
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ

れ
引
き
続
き
大
村
市
に
居
住
し

て
い
る
人

①
永
年
大
村
市
に
居
住
し
て
い

る
人
で
昭
和
四
十
五
年
六
月

一

日
ま
で
に
住
民
基
本
台
帳
に
記

録
さ
れ
て
い
る
満
二
十
才
以
上

(
九
月
一
日
現
在
)
で
登
録
さ
れ

て
い
な
い
人

マ
縦
覧
期
間

九
月
十
一
日
か
ら
九
月
十
五
日

ま
で
(
午
前
八
時
三
十
升
l
午

後
五
時
ま
で
〉

マ
縦
覧
場
所

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

狩
猟
者
講
習
会
の
開
催

本
年
度
の
狩
猟
者
講
習
会
が
左

記
に
よ
り
、
開
催
さ
れ
ま
す
。

一
、
日
時
及
び
、
場
所
。

'，i.'! 

月日|所在地 i科 目 |医院名 |電話

9月
東本町 整形 外科 寅松整形 2602 
諏訪郷 内科 上 回医 院 3505 

6諏 訪 郷 小児科 出口医院 2252 
原 口 郷 内、産婦人科 桝本 医院 8355 

東 三 城 産 婦人 科 長野医医 院 2107 

13 
玖島町 内科 松尾院 4412 
古 町 外 科 田崎外科 2345 
皆同郷 内、小児科 田111小児科 8545 

玖 島 町 内 科 寺井医院 3574 

20 
杭出津 産婦 人科 中央産婦人科 2227 
乾 馬 場 整形外科 牟田整形 4501 
荒 瀬 郷 内 科 沢田医院 菅編603

春日町 内‘産婦人科 中村医院 2733 

27 
西三域 内 科 琴尾医院 2056 
抗出津 外 科 佐藤外科 3070 
竹松郷 内 科原医院 8427 

9月の日曜当番医
経
験
者
課
程
九
月
十
六
日
午
前

九
時
。
初
心
者
課
程
九
月
十
七

日
午
前
九
時
。

諌
早
市
東
永
昌
町

諌
早
、
大
村
開
発
振
興
局
。

一
、
受
講
手
数
料

初
心
者
課
程
七
百
円

経
験
者
課
程
四
百
円

一
、
講
習
終
了
証
明
書
の
有
効
期

間
l
五
カ
年

一
、
詳
細
は
大
村
市
猟
友
会
ま
た

は
市
農
林
水
産
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
@

交
通
制
限
の
延
期

県
道
大
村
鹿
島
線

萱
瀬
小
学
綾
前
朝
追
岳
橋
か
ら

田
下
郷
川
合
ま
で
の
改
良
工
事
の

た
め
、
交
通
制
限
中
の
と
こ
ろ
、

工
事
の
都
合
九
月
末
日
ま
で
交
通

制
期
間
を
延
期
し
ま
す
。

6 . 

九
月
の
日
曜
、
祭
日

当
番
獣
医

A→回~， ~寸目ト三・ e白ユコ ヨ+日五・ E+明呈- 37F白Hヨ! 1)ロ同日コ

佐々 山本黒佐々 山
番者当

木田田岩木田

農協診療 農主共詰合 農協品療 良業共重合 農協=量A 農共霊業合 所

属
所ー 所 所

L〈三豆皇主、主 呈主A内主S、 〈昌主=主、 亘:t六圭3、 〈三2三呈、一三革三担主三、一話

ご
寄
附
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

A
松
並
町
の
山
口
寿
さ
ん
、
協
和

町
の
高
江
二
三
四
さ
ん
の
ご
姉

妹
は
亡
母
、
山
口
フ
ヂ
さ
ん
の

忌
明
に
あ
た
り
金
一
封
を
、

ム
池
田
郷
六
八
九
の
朝
長
勇
さ
ん

は
亡
母
チ
ヨ
さ
ん
の
忌
明
に
あ

た
り
金
一
封
を
、

ム
陰
平
郷
一
べ
八
七
六
の
渡
辺
市

次
さ
ん
は
亡
父
、
市
郎
さ
ん
の

忌
明
に
あ
た
り
金

一
封
を
、

ム
植
松
住
宅
の
前
川
千
東
子
さ
ん

は
亡
夫
、
栄
さ
ん
の
忌
明
に
あ

た
り
金
一
封
を
、

ム
武
部
郷
八
六
四
の
岩
崎
春
子
さ

ん
は
亡
夫
.
常
雄
さ
ん
の
忌
明

に
あ
た
り
金
一
封
を
、
そ
れ
ぞ

れ
、
一
般
社
会
福
祉
事
業
費
に

ご
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

実施月日 実施場所 実施時間

9月4日 萱瀬出張所 9.30-11 00 

9月8日 鈴田出張所 9.30-11.00 

9月11日 松竹出張所
1 399 303 000 ー~~111151 日00目日d 

6月14日 三浦診療所

9月21日 松原公民館 13.30-15.30 

9月22日 福重出張所 9.30-11.00 

、


